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佐倉白銀ニュータウン自治会 

第２８回定期総会議事録 

 

１．日時：平成３１年４月２１日（日）１３：００～１４：３０ 

 

２．場所：白銀小学校 体育館 

 

３．議長、副議長、書記の選出 

花田総務委員長より議長以下の選出について立候補を募ったが立候補者がなく、次の

推薦者を議場に諮り承認された。 

議 長：鈴木 義行（４－３－２） 

副議長：谷 登 （１－１２－４） 

書 記：新道 かな子（３－１１－５） 

書 記：圖司 勉 （３－２３－６） 

 

４．総会成立確認 

鈴木議長は、事務局より提出された以下の集計結果に基づき、定足数 1/2 以上であり

本総会は有効に成立したことを報告した。 

会員数：１,１６７名（４月２１日付） 

出席者 １５６名 委任状 ９８４名 合計 １,１４０名  

 

５．議 事：議案と質疑及びその回答 

Ⅰ．佐倉白銀ニュータウン自治会 

【第 1 号議案：平成３０年度事業活動報告 第２号議案：平成３０年度収支決算報告】 

『質疑応答』 

① ３丁目１８－２ 許さん 

≪質問≫東集会所リフォーム工事の件について、佐倉市補助金支給の内示の知らせ 

を聞いていない。また、業者選定についてはどのように考えているのか。 

≪回答≫（共用施設管理委員長）3 月末日に佐倉市から来年度補助金が支給できる 

との知らせを受けている。また、業者選定については、西集会所をリフォ 

ームした業者も含めて佐倉市内の３社を予定している。 

『結論』：第 1 号議案は報告であり、第 2 号議案について質疑応答の結果、原案のとおり承 

     認された。 

 

全戸配布 
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【第３号議案：自治会会則・規約の改正】 

（１）共用施設維持管理規約改正関係 

『質疑応答』 

① ２丁目１３－１１ 本郷さん 

≪質問≫３条 2 項について、対象がよくわからない。誰が議決権を持っているのか、 

定義を考えたほうがよいのでは。 

≪回答≫（総務委員長）建物を借りている方々もいるため、建物使用者ということ 

にした。具体的な文言については、再度検討が必要であれば関係者に話し 

ていただければと思う。 

≪質問≫４人家族なら、４人が投票するのか？ 

≪回答≫（総務委員長）基本的に１軒に１票です。 

② ３丁目１８－２ 許さん 

≪質問≫管理組合解散時に、非自治会員は費用を負担しなくてもよい状態となって 

しまった。そのため、非自治会員も含めるようした。 

(管理組合員は、一家に一票)管理組合と同じ書き方をすればよかったので 

はないか。 

≪回答≫（防犯・交通委員）今回は、防犯・交通委員から提案している。 

共用施設維持管理規約第１条に誰に対してかが記載されている。今回の 

条文は、その第 1 条に合わせた表現を使用している。議決件数について 

は、1 世帯あたり 1 票という意味と受け取れる。表現が曖昧であるなら 

ば、今後、第 1 条を改めるということとし、今回についてはそのまま進め 

させていただきたい。 

③ ４丁目１５－１１ 押木さん 

≪質問≫規約を曖昧にせずに、明確にしてはどうか。 

≪提案≫（防災委員長）旧管理組合規約第 6 条に、組合員の資格という項目がある 

ので、この条文を参考に改正内容を見直すということで了解をいただく 

ことでどうか。 

≪提案≫（２丁目１５－５ 花澤さん）防災委員長の提案で進めて欲しい。 

２点追加で、 

・所有者または使用者ではなく、所有者および使用者の 4 分の 3 にして 

はどうか。 

・４分の３は厳しいのではないかと思う。当時の規約では、共有物も含ま 

れていた。今回もそのままでは、新設以外の変更についても 4 分の３ 

となってしまう。もう少し時間をかけて検討して欲しい。 
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④ １丁目２２―１３ 北沢さん 

≪意見≫所有者と使用者は違うのではないか。それと全居住者または建物使用者と 

あるが及びではないか。また、総会の委任状の提出状況から４分の３でも 

３分の２でも、どちらでもよいのではないか。 

⑤ ４丁目１５－１１ 押木さん 

≪意見≫３分の２が一般的ではないのか。また、重要なことを決めていくのであれ 

ば、アンケートで全体の意見を確認することが出来ればよいのではないか。 

⑥ ３丁目１８－２ 許さん 

≪補足≫共用施設の件で誤解されている点がある。現在、我々が所有している共用 

施設は看板だけである。ごみ集積所や集会所は佐倉市のものとなる。集会 

所及びゴミ集積所は無償の貸与となっており、建て替えると無償の貸与で 

はなくなる。ごみ集積所は我々の費用で修復することをやってはいけない。 

⑦ ３丁目１４－１２ 佐藤さん 

≪質問≫共用施設維持管理規約をみると、共用施設にごみ集積所が記載されている。 

こちらは消し忘れなのか。 

≪回答≫（許さん）消し忘れではなく、ごみ集積所にペンキを塗ったことで記載し 

ている。 

⑧ ３丁目１４－１２ 佐藤さん 

≪質問≫どのような場合に 4 分の３を適用するのか明確ではない。 

記載するべきではないのか。 

≪回答≫（防犯・交通委員）旧管理組合の規約では、総会で４分の３、書面では 90 

％と記載されている。これは「総会という決議の機会があるにもかかわら 

ず、あえて書面での決議という手段を選択する場合は 90％にハードルを上 

げる」というものであるという認識である。現在の「共用施設」については 

自治会の総会に出席できない人もいるので、共用施設維持管理費を負担し 

ている全員が意思表示をすることができる機会であれば、どのような場合 

においても全て 4 分の 3 が適用されるという意味で記載している。 

⑨ Ａさん【申し訳ありませんが質問者の住所、氏名確認できず】 

≪質問≫ごみ集積所は共用施設に入るのか。 

≪回答≫（議長）共用施設の範囲が何になるのかを確認するのは別途明確にする 

    ことにする。 

⑩ ２丁目９―１０ 倉島さん 

≪質問≫旧管理組合規約は、高額なものを対象としていたため４分の３としていた。 

そのため、今回も４分の３とするのはハードルが高いのではないか。 
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≪回答≫（防犯・交通委員）3 月下旬に防犯カメラ設置の意向確認をするため、何％ 

での可決がよいのか検討を進めてきたが、誰もが納得できる根拠のあるも 

のがみつからなかった。例え何％にしても必ず不満は出ると思われる。そ 

こで 100 点満点ではなくても、より多くの人に納得してもらえる選択肢は 

ないかと探した結果、旧管理組合の条文の中に、施設を新設するにあたり 

４分の３という条文を見つけ、少なくとも白銀地区ができて管理組合が解 

散されるまでの約 20 年間という長い間、そのルールにより運用されてき 

た経緯から、ベストがない中でこれがベターであろうと考えた次第である。 

一旦、条文を定めて、もしそれが現状にあわなくなっているのであれば、 

今後、必要に応じて討議の上変更していただくとして班長会で決議した。 

⑪ ４丁目１８－１１ 西尾さん 

≪質問≫共用施設の定義が不明確なため慎重になってしまっているのではないか。 

ごみ集積所の備品購入だけでも 4 分の 3 以上の賛成が必要なのか。４分の 

３以上の賛成が必要な項目はどういったものを想定されいてるのか。 

≪回答≫（防犯・交通委員）対象項目はそれほどないと想定している。 

⑫ ３丁目１２－２１ 池田さん 

≪質問≫（１）~（３）の略は何になるのか教えて欲しい。 

≪回答≫（総務委員長）住居表示案内板等施設、ごみ集積所、集会所となっている。 

≪質問≫防犯カメラについては別途検討してはどうか。 

≪回答≫（防犯・交通委員）（４）に記載されている“その他居住者または建物所有 

者の快適安全な住環境を維持向上する施設”に、防犯カメラは該当すると 

思う。 

（２）集会所管理規約の改正関係 

① Ｂさん【申し訳ありませんが質問者の住所、氏名確認できず】 

≪質問≫集会所の管理規約に“月ごとに相応”とあるが曖昧過ぎないか。 

≪意見≫（１丁目７―４ 三宅さん） 

改正理由に詳細が記載されている。 

≪回答≫（総務委員長）現状、統括管理人の想定外作業が度々発生しているため、 

時間給で少し上げてはどうかということで改正案をあげた。 

 

『結論』：第３号議案について質疑応答の結果、（１）共用施設維持管理規約の改正で議決権 

を有する対象者については、旧管理組合規約を参考に見直しすることで承認され 

た。なお、見直し内容については、第 28 回定期総会議事録に記載して回覧するこ 

ととする。 
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また、（２）集会所管理規約の改正及び（３）自治会個人情報管理規約の改正につ 

いては、原案のとおり承認された。 

 

【共用施設管理規約第１条の見直し結果】 

   １．この規約は、旧管理組合からの引継ぎにより、自治会に加入しているか否かに関 

わらず白銀ニュータウン内の全居住者及び建物使用者に対して適用される。 

【共用施設管理規約第３条の見直し結果】 

２．前項に定める共用施設の新設・変更または処分を行う場合は、白銀ニュータウン 

内の各建物居住者の代表者（世帯主等）及び店舗等各建物使用者の代表者（オー 

ナー、店長等）の総数の４分の３以上の賛成をもって決する。 

 

  

【第４号議案：平成３１年度事業計画 第５号議案：平成３１年度収支予算】 

『質疑応答』 

① ２丁目１３－１１ 本郷さん 

≪要望≫東集会所集会所のリフォームについて、男女トイレの悪臭が酷いため、リ 

フォームで改善されるようにして欲しい。 

≪回答≫（共用施設管理委員長）男女トイレもリフォーム対象となっている。悪臭 

については、次年度の共用施設管理委員会に申し送りします。 

② ３丁目１８－２ 許さん 

≪要望≫東西集会所の建替えを 30 年後くらいに計画しているが、建替えにはかな 

りの費用がかかるので現在積み立てている予算が無くなってしまうこと 

になる。できれば佐倉市に補助金申請のノミネートしていただきたい。 

≪回答≫（共用施設管理委員長）次年度の共用施設管理委員会へ引き継ぎます。 

 

『結論』：第４号議案及び第５号議案について質疑応答の結果、原案のとおり承認された。 

 

【第６号議案：平成３１年度役員及び班長の選出】 

『結論』：第６号議案については原案のとおり承認された。 
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Ⅱ．佐倉白銀ニュータウン自主防災組織 

【第７号議案：平成３０年度事業活動報告 第８号議案：平成３０年度収支決算報告】 

『結論』：第７号議案は報告であり、第８号議案について原案のとおり承認された。 

 

【第９号議案：自主防災組織規約及び組織図並びに防災基本計画の改正】 

『結論』：第９号議案については原案のとおり承認された。 

 

【第１０号議案：平成３１年度事業計画 第１１号議案：平成３１年度収支予算】 

『結論』：第１０号議案及び第１１号議案については原案のとおり承認された。 

 

【第１２号議案：平成３１年度防災役員及びチーム員の選出】 

『結論』：第１２号議案については原案のとおり承認された。 
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会
長
職
を
拝
命
し
て 

 

 

白
銀
に
居
住
し
て
二
十
八
年
、
班
長
は
二
度
回
っ

て
来
ま
し
た
。
一
度
目
は
仕
事
を
理
由
に
妻
に
丸
投

げ
し
、
退
職
後
は
趣
味
の
模
型
い
じ
り
に
明
け
暮

れ
、
こ
の
生
活
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

と
こ
ろ
が
二
度
目
の
班
長
で
会
長
職
が
回
っ
て
来

る
と
は
、
ま
さ
に
晴
天
の
へ
き
れ
き
。
今
度
ば
か
り

は
丸
投
げ
と
は
い
か
ず
、
慌
て
て
家
に
在
っ
た
過
去

の
総
会
資
料
、
自
治
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
俄
勉
強

し
た
も
の
の
ま
だ
ま
だ
理
解
不
足
で
す
。 

 
 
 

 

以
前
不
動
産
業
者
に
、
評
価
額
は
別
に
し
て
白
銀

は
住
み
や
す
く
て
い
い
街
だ
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
に
住
み
始
め
た
頃
、
中
央
公
民
館
の
近

く
に
在
っ
た
印
旛
群
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
、
白
銀

は
山
を
削
っ
て
造
成
し
た
の
で
地
盤
は
安
定
し
て
い

る
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
都
心
へ
の
ア
ク

セ
ス
も
鉄
道
が
２
本
、
バ
ス
も
自
治
会
の
継
続
的
努

力
に
よ
り
増
便
さ
れ
、
環
境
的
に
は
「
住
み
や
す
い

街
」
の
条
件
は
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中

で
暮
ら
す
人
達
の
安
全
衛
生
、
健
康
福
祉
が
伴
わ
な

け
れ
ば
、
本
当
の
意
味
で
の
「
住
み
や
す
い
街
」
に

は
な
り
ま
せ
ん
。 

今
年
度
も
自
治
会
は
、
会
員
の
安
全
衛
生
、
健
康

福
祉
を
維
持
・
増
進
す
る
た
め
の
活
動
を
各
委
員
会

で
分
担
し
て
実
施
し
、「
住
み
や
す
い
街
」
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。 

会
長
席
の
仕
事
と
し
て
、
他
に
市
や
近
隣
地
区
と
の

協
議
会
活
動
が
幾
つ
も
あ
り
ま
す
。 

 

 

私
の
最
初
の
仕
事
は
、
市
主
催
の
地
区
代
表
者
会

議
に
出
席
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
手
渡
さ
れ
た

住
民
配
布
用
資
料
の
量
と
重
さ
に
驚
く
と
共
に
、
１

１
７
０
世
帯
の
重
さ
も 

  

  

私
の
最
初
の
仕
事
は
、
市
主
催
の
地
区
代
表
者
会

議
に
出
席
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
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で
手
渡
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れ
た

住
民
配
布
用
資
料
の
量
と
重
さ
に
驚
く
と
共
に
、
１

１
７
０
世
帯
の
重
さ
も
感
じ
ま
し
た
。
今
後
の
各
種

協
議
会
活
動
に
お
い
て
は
、
常
に
「
白
銀
」
の
こ
と

を
念
頭
に
お
い
て
活
動
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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ご
挨
拶 

こ
の
度
、
白
銀
自
治
会
総
務
委
員
長
と
な
り
ま
し

た
西
川
と
申
し
ま
す
。 

 

今
年
の
四
月
か
ら
息
子
が
小
学
校
に
入
学
に
な
り

、
地
域
の
皆
様
と
の
交
流
も
今
ま
で
以
上
に
増
え
て

い
く
か
と
思
い
ま
す
。
何
分
初
め
て
の
こ
と
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
不
慣
れ
な
も
の
で
多
々
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
の

ご
協
力
を
賜
り
無
事
に
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

防
災
委
員
長 

 
 

石
割 

茂
幹 

  

ご
挨
拶 

立
夏
の
候
、
白
銀
自
治
会
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
自
治
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
た
び
、
防
災
委
員
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
石

割
茂
幹
と
申
し
ま
す
。
白
銀
に
引
っ
越
し
し
て
き
て

か
ら
約
１
０
年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
が
、
自
治
会
の
事

だ
け
で
な
く
、
こ
こ
白
銀
の
こ
と
も
ま
だ
ま
だ
知
ら

な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
防
災

委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
う
え
は
誠
心
誠
意
努
め

る
所
存
で
す
。 

大
地
震
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
る

災
害
は
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
事
で
す
が
、
万

が
一
そ
の
よ
う
な
災
害
が
起
き
ま
し
た
ら
、
被
災
者

の
避
難
活
動
や
救
助
活
動
が
迅
速
に
行
わ
れ
る
よ

う
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

防
犯
・
交
通
委
員
長 

 
 
 
 

 

林 

卓
磨 

   
 

 
 
 
 
 
 

ご
挨
拶 

 

拝
啓
、
盛
夏
の
候
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

。 平
素
は
自
治
会
活
動
の
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
こ
の
度
、
防
犯
交
通
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
、
林
と
申
し
ま
す
。
防
犯
・
交
通
員

会
で
は
、
毎
月
第
二
土
曜
日
に
白
銀
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
方
々
と
一
緒
に
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
た
り
、
路
上
駐
車
の
実
態
調
査
を
行
っ

た
り
し
て
い
き
ま
す
。 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

 

 

不
慣
れ
な
も
の
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り

無
事
に
努
め
て
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
一
年
間
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

広
報
委
員
長 

 
 

佐
藤
真
弓 

 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す 

今
年
度
、
広
報
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
佐
藤
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
私
に
務
ま
る
の
か
と

不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
統
括
管
理
人

さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
委
員
七
名
で
力
を
合
わ
せ

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

前
回
班
長
を
務
め
た
の
は
二
十
二
年
前
。
白
銀
も

高
齢
化
が
進
み
、
七
十
五
歳
以
上
の
方
が
四
百
人
以

上
と
い
う
数
字
に
驚
い
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
世
の

中
は
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
い
ま
す
。
平
成
の
三
十
年

間
は
Ｉ
Ｔ
革
命
の
時
代
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
の
高
速
化
に
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普
及
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
サ
ー
ビ
ス
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
す
る
人
が
一
気
に
増

え
ま
し
た
。
次
の
令
和
の
時
代
は
い
っ
た
い
ど
ん
な

進
化
を
遂
げ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。 

「
Ａ
Ｉ
」、「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
」、「
自
動
運
転
」

、「
宇
宙
開
発
」・
・
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
進
化
し
て

、
世
の
中
が
便
利
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
い
ろ
い
ろ

な
物
が
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
し
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
く

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
情
報
が
溢
れ
て
振
り
回
さ
れ

る
時
代
で
す
が
、
そ
の
情
報
を
取
捨
選
択
し
て
皆
様

に
お
届
け
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

年
間
、
皆
様
の
ご
協
力
を
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

自
治
会
長 

 
 
 
 

後
藤 

滋 

  

総
務
委
員
長 

 
 
 
 

西
川 

宗
一 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

会
計
委
員
長 

 

生
形 

茂 

 

大
変
な
一
年
に
な
り
そ
う
な
予
感
が
・
・
・ 

 
 

四
十
年
以
上
に
な
る
私
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生

で
、
初
め
て
お
金
の
管
理
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

 

先
ず
驚
い
た
の
は
、
過
去
の
記
録
が
延
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
エ
ク
セ
ル
の
使
い
方

を
知
っ
て
い
れ
ば
、
簡
単
に
自
動
計
算
を
し
て
く
れ

ま
す
。
し
か
し
、
よ
く
ご
存
じ
の
方
が
作
っ
て
い
る

表
だ
と
思
い
ま
す
が
、
私
ご
と
き
で
は
使
い
こ
な
せ

な
い
の
が
実
情
で
す
。 

 

そ
れ
は
と
も
か
く
、
皆
さ
ま
の
大
事
な
財
産
を
預

か
っ
て
い
る
（
管
理
し
て
い
る
）
と
い
う
こ
と
を
肝

に
銘
じ
て
、
間
違
い
の
な
い
よ
う
に
管
理
し
て
い
き

ま
す
。 

 

そ
し
て
、
会
計
業
務
の
中
で
は
最
大
の
行
事
と
な

る
、
自
治
会
会
費
と
共
用
施
設
管
理
費
の
集
金
が
六

月
末
に
実
施
さ
れ
ま
す
。 

 

各
班
長
さ
ん
が
皆
さ
ま
の
家
に
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
ス
ム
ー
ス
な
集
金
に
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

「
予
感
が
外
れ
た
ね
！
」
と
笑
っ
て
言
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
、
一
年
間
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

共
用
施
設
管
理
委
員
長 

 
 
 
 

中
島 

豊 

  

 

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す 

 

こ
の
度
、
令
和
元
年
度
共
用
施
設
管
理
委
員
長
に

就
任
致
し
ま
し
た
、1

丁
目
の
中
島
と
申
し
ま
す
。 

思
い
起
こ
せ
ば
、
平
成
十
七
年
よ
り
白
銀
に
越
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。 

仕
事
、
子
育
て
に
没
頭
し 

あ
っ
と
い
う
間
の
年

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。 

白
銀
は
、
自
治
会
や
居
住
者
の
協
力
の
下 

安
心

、
そ
し
て
安
全
綺
麗
な
街
づ
く
り
が
施
さ
れ
た
、
私 

に
と
っ
て
唯
一
無
二
の
場
所
で
す
。 

そ
の
管
理
の
一
端
を
担
え
る
職
務
に
就
く
こ
と
が

で
き
て
、
大
変
光
栄
で
す
。 

今
後
尚
、
住
み
や
す
い
環
境
維
持
に
努
め
な
が
ら 

白
銀
自
治
会
の
一
員
と
し
て
一
年
間
、
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

住
民
・
地
域
交
流
委
員
長 

 
 
 
 
 
 

高
橋
洋
平 

 
 

 
 

 
 

 

 

は
じ
め
ま
し
て 

 
 こ

の
度
、
住
民
・
地
域
交
流
委
員
会
の
委
員
長
に

選
ば
れ
ま
し
た
。 

地
域
の
皆
様
と
自
治
会
を
繋
ぐ
窓
口
と
な
る
よ
う

勤
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

以
前
は
「
イ
ベ
ン
ト
委
員
会
」
と
い
っ
て
、
お

祭
り
な
ど
自
治
会
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
委
員
会
で

し
た
。
夏
祭
り
な
ど
の
行
事
が
縮
小
さ
れ
、
こ
の

名
称
に
変
わ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

委
員
長
の
私
は
「
学
校
開
放
委
員
」「
佐
倉
東
部

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
委
員
」
と
し
て
の
任
務
を

任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

み
な
さ
ま
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
、

勤
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

環
境
美
化
・
地
区
計
画 

運
営
委
員
長 

 
 

山
村 

幸
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

清
潔
で
住
み
よ
い
街
を 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

こ
の
度
、
環
境
美
化
・
地
区
計
画
運
営
委
員
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
三
丁
目
の
山
村
と
申

し
ま
す
。 

私
が
こ
の
よ
う
な
大
役
を
お
受
け
す
る
の
は
初
め

て
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
行
き
届
か
な
い
点
も
多

々
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
し
て
一
年
間
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

白
銀
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
建
設
か
ら
三
十
年
経
過
し

て
お
り
、
こ
の
間
、
自
治
会
・
住
民
の
皆
さ
ま
方
の

お
力
に
て
「
清
潔
で
住
み
よ
い
街
」
を
目
指
し
て
改

善
・
維
持
管
理
さ
れ
て
来
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

現
在
、
私
を
含
む
環
境
美
化
・
地
区
計
画
運
営
委

員
会
メ
ン
バ
ー
十
名
と
共
に
今
年
度
最
初
の
活
動
計

画
（
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
と
春
季
清
掃
活
動
）
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
づ
く
り
の
散
歩
道
・
タ
ウ
ン

内
公
園
で
の
寛
ぎ
・
子
供
た
ち
も
安
全
に
楽
し
く
過

ご
せ
る
清
潔
な
公
園
を
維
持
す
る
た
め
に
も
定
期
清

掃
活
動
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
公
園
内
の
花

壇
へ
の
植
栽
等
は
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
の
下
で
綺
麗
に
咲
い
た
花
に
癒
さ
れ
て
お
り

ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
活
動
を
基
に
「
清
潔
で
住
み

よ
い
街
」
を
目
指
し
て
美
化
活
動
に
メ
ン
バ
ー
一
同

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
取
り
組
ん
で
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

改
め
ま
し
て
、
環
境
美
化
・
地
区
計
画
運
営
委
員

会
の
活
動
へ
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
指
導
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

                

 

2019.5.26 ゴミゼロ運動 

 

 







令和元年（第 1 回）白銀 NT 自治会 班長会議事録 

・日時：2019 年 5 月 11 日（土） 19:00～20:50 

・場所：西集会所 

・出席者：50名 

 

A．報告・連絡事項 

1． 会長席より  

① 民生委員・児童委員の紹介：1・2丁目柳生さん、3・4丁目吉崎さんともに本年度 11月で任期 

終了。佐倉市から後任の推薦依頼があり昨年度 2度募集を行ったが、応募者はなかった。この 

ため、各班長は 5月 20日までに候補者があれば連絡のこと 

② 平成 31年度白銀小学校区域まちづくり協議会委員届出 まちづくり協議会に提出 4月 29 日 

③ 平成 31年度業務委託契約書 佐倉市に提出 5月 8日（受託料 12万円） 

④ 平成 31年度自治会等自治振興交付金交付申請書 佐倉市に提出 5月 8日 

➄ 平成 31年度防犯指導員推薦書 佐倉市防犯組合に提出 5月 8日 

⑥ 平成 31年度地区代表者会議及び社会福協説明会 後藤、 副会長 5月 11日 A.M 

⑦ 白銀小学校運営委員会 後藤 4月 25日（木） 

⑧ 平成 31年度白銀小学校区域まちづくり協議会総会 後藤、各副会長 5月 12日（日）09:00～ 

⑨ 白銀小学校地域ぐるみ大運動会（計画）5月 25日（土） 

⑩ 令和元年度白銀 NT自治会 班長会、役員会の運営等について［再周知］ 

  ⇒統括管理人の業務は、あくまでも自治会会長席及び各委員会業務のサポート。なんでも相談 

があればできる範囲で支援する。 

2． 各委員会より 

● 総務委員会（西川／川井田統括管理人） 

 ① 入退会連絡票の説明 

   ⇒資料に基づき説明あり。各班長の方で自治会入退会者の把握をお願いしたい。 

 ② 班長会名簿の配布 

   ⇒各班のデータ（担当戸数・自治会未加入・空地・空家等）は、2019 年 4月 21日現在で 

    示しているが、今後随時更新していく。 

 ③ その他報告：防災ラジオの引継ぎについて 

   ⇒佐倉市防災無線の聞き取りづらい場所でも防災ラジオで確認できるので活用してほしい。 

    （参考：ラジオに使用している乾電池の交換については、総務委員会で交換用乾電池を準 

        備しているので申し出ること。） 

 ● 会計委員会（生形） 

    ① 「会計からのお願い」支払明細書の取り扱いについて 

    ⇒資料に基づき説明あり。各種支払については、「立替払い」又は「仮払金の請求／精算」に 

よる方法がある。立替え金額が大きい場合には「仮払金の請求」で事前に必要経費を確保 

する方法を推奨する。 

  

 

回覧 



 ② 自治会費と共用施設管理費集金時期について 

  ⇒6月 21（金）～23日（日）の間で実施することで了承された。 

    ⇒過去の自治会費及び共用施設管理費の領収書がずっと引き継がれているが、今後も引き継 

   ぐ必要があるのかどうかとの質問があった。回答としては、領収書が引き継がれている班 

   とそうでない班があるが、基本的には５年間保管してその後は廃棄することで問題ない。    

 ● 環境美化・地区計画運営委員会（山村） 

 ① ゴミゼロ運動及び春季清掃活動の実施について ⇒資料に基づき説明あり。 

   ・実施日：令和元年 5月 26日（日）午前 9時～10時【雨天の場合は、6月 2日に順延】 

   ・清掃場所：NT内の公園 5か所と東西集会所周辺 

   ・班長さんは、午前 8時 45分それぞれきめられた場所へ集合し、草刈りとゴミ拾いに分け 

    て作業開始。一杯になった白いゴミ袋は、粘着テープで留めること。 

   ・Bエリア清掃後のゴミ等集積場所は、堀上公園とする。（前年度は、東集会所） 

● 共用施設管理委員会（中島） 

   ⇒業務内容は、カラス除けネットの管理及び東集会所リフォーム等。 

⇒4-19-3 のゴミ集積所にカラス除けネットがないとのことであるが、準備したい。 

 ● 広報委員会（佐藤） 

①「回覧物・配布物・掲示物」についてのお願い 

  ⇒資料に基づき説明あり。回覧物・配布物のキャビネットからの回収については、第 2、第 

4土曜日の 19時～20時でお願いしたい。なお、都合の悪い場合は統括管理人在室中に回 

収可能である。 

    ⇒自治会回覧物は、班長で処分してＯＫ 

  ② 「しろがね新聞」用原稿作成を会長及び各委員長に依頼   

 ● 防犯・交通委員会（林） 

① 防犯・交通委員会年間スケジュールについて⇒資料に基づき説明あり。 

② 防犯カメラの新設の賛否についての意向確認について⇒資料に基づき説明あり。 

  ⇒次回班長会時に封筒に入れた「意向確認書」を準備するので、自治会員、未加入者及び店 

   舗にポスティングお願いしたい。 

● 防災委員会（石割／川井田自主防災組織事務局長） 

  ① 2019 年度自主防災組織役員及びチーム員等について 

   ⇒資料に基づき説明あり。自治会班長はすべて役員及びチーム員となることを承知してほし 

    い。 

 ② 防災用資機材の確認について［6月 8日（土）予定］ 

   ⇒2丁目及び 3丁目班長：18:00～18:30、1丁目及び 4丁目班長：18:30～19:00 

 ③ 班長等による通報連絡机上訓練について（7月中旬～8月上旬予定） 

● 住民・地域交流委員会（高橋） 

   ⇒令和元年度各種イベント等の計画は、別途自治会回覧で周知を図る。なお、5/25 白銀小 

    運動会で PR予定。  

 

 

 



B．検討・議決事項 

１．各委員会より 

● 総務委員会（西川／川井田統括管理人） 

 ① 年間の班長会・役員会の日程について（議決事項） 

   ⇒前年度どおり第 3日曜日を第 29回定期総会開催日とすると 4月 19日（日）となる。この

場合会計監査実施後に収支決算報告及び収支予算書の全戸配布用コピーを 1 日弱で行い、

次の日に全戸配布を行うスケジュールとなるが、コピー機の不調等不慮の事態が発生した

場合の対応ができなくなり追加議案書の配布が遅れる可能性もある。このため、４月 26日

（日）を第 29回定期総会開催日と想定した。 

   ⇒総務委員会提案どおり 2019 年度自治会会議日程が承認された。  

● 防災委員会（石割／川井田防災事務局長）  

  ① 2019 年度活動詳細計画について（議決事項） 

   ⇒自主防災組織提案どおり 20919 年度自主防災組織活動詳細計画が承認された。 

 

・第 1回 役員会： 5月 25 日（土） 19：00～ 【議題がないため 5/25 は開催せず】    
























	Aこれ以後「全戸配布」資料です。.pdf
	B第28回定期総会議事録（全戸配布用20190620A）.pdf
	C1おもて面イラスト付(仮・2019年度版)AA.pdf
	C2うら面 イラスト付(仮・2019年度版)BB.pdf
	D2019年06月22日16時28分12秒.pdf
	Eこれ以後「回覧」資料です。.pdf
	F20190511第1回班長会議事録（回覧用）.pdf
	G2019年06月22日16時30分04秒.pdf
	H東部地区社協.pdf
	J1img20190624_14050829.pdf
	J2.pdf
	J3img20190624_14075999.pdf

